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経
営
研
究
集
会
を
開
催

星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
組
織
論

星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
組
織
論

　

十
一
月
十
五
日
（
金
）、
ホ
テ
ル

磯
部
ガ
ー
デ
ン
（
櫻
井
太
作
氏
／
富

岡
安
中
支
部
）を
会
場
に「
二
〇
二
四

経
営
研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
初
め
て
経
営
研
究
集

会
の
ホ
ス
ト
支
部
を
務
め
る
富
岡
安

中
支
部
の
会
員
が
、
揃
い
の
法
被
に

身
を
包
ん
で
設
営
を
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
、
約
二
五
〇
名
の
参
加
者

を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
講

師
に
は「
星
の
や
」

「
界
」「
リ
ゾ
ナ
ー

レ
」「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
（
お

も
）」「
Ｂ
Ｅ
Ｂ（
ベ

ブ
）」
の
五
ブ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
、

国
内
外
で
リ
ゾ
ー

ト
施
設
を
運
営
す

る
㈱
星
野
リ
ゾ
ー

ト
、
代
表
取
締
役

社
長
・
星
野
佳
路

氏
を
迎
え
「
星
野

リ
ゾ
ー
ト
の
組
織

論
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

同
社
の
事
業
承

継
が
ハ
ー
ド
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た

経
験
か
ら
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
研
究
す
る
星

野
氏
。
自
身
が
学
び
実
践
す
る

経
営
理
論
や
影
響
を
受
け
た
経

営
学
者
や
教
授
の
言
葉
な
ど
と

合
わ
せ
、「
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
」

を
作
り
上
げ
て
き
た
同
社
の
取

り
組
み
事
例
を
時
間
の
許
す
限

り
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
「
経
営
者

の
仕
事
は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
。
そ
こ

を
中
心
に
考
え
る
と
視
点
や
や
る
べ

き
こ
と
が
変
わ
っ
て
い
く
」
と
し
、

そ
の
た
め
に
「
正
し
い
議
論
が
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
欲
し

い
」
と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
「
自
社
の
求
め
る
理
想
の
組
織
と

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
業

種
や
企
業
規
模
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー

同
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
こ
と

や
考
え
方
を
交
流
し
、
明
日
へ
の
ヒ

ン
ト
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ビ

ジ
ョ
ン
と
価
値
観
の
共
有
が
強
い
組

織
を
つ
く
る
」「
企
業
規
模
を
問
わ

ず
当
て
は
ま
る
講
演
で
あ
り
、
自
社

の
問
題
に
向
き
合
う
機
会
に
な
っ

た
」「
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
組
織
論
と

同
友
会
の
人
を
生
か
す
経
営
に
は
通

じ
る
も
の
が
多
か
っ
た
」「
グ
ル
ー

プ
討
論
で
各
社
が
目
指
す
組
織
論
を

聞
き
、
参
考
に
な
る
内
容
が
盛
り
だ

く
さ
ん
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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青
全
交
振
り
返
り
例
会
／
グ
ル
ー
プ
長
研
修

青
全
交
振
り
返
り
例
会
／
グ
ル
ー
プ
長
研
修

��

青
年
部

青
年
部
1010
月
例
会
／
グ
ル
ー
プ
長
研
修

月
例
会
／
グ
ル
ー
プ
長
研
修

【
青
全
交
振
り
返
り
例
会
】

　

十
月
二
十
一
日
（
月
）、
同
友
会

事
務
所
会
議
室
を
会
場
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
併
設
し
た
「
青
全
交
振
り
返
り
例

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
過
日
、
宮

崎
県
に
て
開
催
さ
れ
た
青
年
経
営
者

全
国
交
流
会
に
参
加
し
た
会
員
の
学

び
の
定
着
と
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
へ
の
共
有
を
目
的
に
企
画
・
設

営
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
者
を
務
め
た
の
は
、
㈱
ハ
セ

イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
周
藤
氏
（
桐
生

支
部
）／
㈱
中
島
・

中
島
氏
（
伊
勢
崎

支
部
）
／
㈲
勝
山

電
気
工
事
・
宮
島

氏
（
高
崎
支
部
）

の
三
名
。
参
加
を

決
め
た
理
由
や
何

故
そ
の
分
科
会
を

選
ん
だ
の
か
、
参

加
し
て
得
ら
れ
た

学
び
や
気
付
き
を

報
告
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

分
科
会
に
参
加
し

た
三
名
で
す
が
、

県
を
越
え
た
会
員

同
士
の
交
流
に
刺

激
を
受
け
て
帰
っ

て
き
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
振
り
返
り
例
会
を

き
っ
か
け
に
、
各
全
国
大

会
に
参
加
す
る
群
馬
同
友

会
会
員
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
長
研
修
】

　

十
一
月
一
日
（
金
）、

同
友
会
事
務
所
会
議
室
を

会
場
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
設

し
た「
グ
ル
ー
プ
長
研
修
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
、
経
営
研
究
集
会
の

グ
ル
ー
プ
長
事
前
会
議
を

改
め
、
行
事
に
関
係
な
く

活
か
せ
る
「
グ
ル
ー
プ
長

研
修
」
と
し
て
、
青
年
部

に
設
営
を
依
頼
し
て
い
る

同
研
修
を
、
今
年
も
研
究
集
会
の
時

期
に
合
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
㈱
モ
ハ
ラ
テ

ク
ニ
カ
、
常
務
取
締
役
・
茂
原
信
吾

氏
（
高
崎
支
部
／
青
年
部
／
研
究
集

会
実
行
委
員
）。
同
友
会
の
例
会
の

目
的
か
ら
座
長
・
室
長
の
役
割
、
そ

し
て
グ
ル
ー
プ
討
論
の
意
味
合
い
と

グ
ル
ー
プ
長
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る

ス
キ
ル
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
研
究
集
会
で
グ
ル
ー
プ
長

候
補
と
な
っ
て
い
る
会
員
に
加
え

て
、
グ
ル
ー
プ
長
に
苦
手
意
識
を
持

つ
会
員
も
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ
討
論

充
実
に
向
け
て
学
び
合
い
ま
し
た
。
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再
編
期
の
農
業
界
で
ど
う
生
き
残
る
か

渋
川
吾
妻
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
九
日
（
火
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
農
産
物

の
生
産
・
販
売
を
行
う
㈱
ト
マ
ル

フ
ァ
ー
ム
、
代
表
取
締
役
・
都
丸
悟

氏
（
渋
川
吾
妻
支
部
）
が
報
告
者
を

務
め
、「
再
編
期
の
農
業
界
で
ど
う

生
き
残
る
か
～
農
業
政
策
の
疑
問
と

矛
盾
を
乗
り
越
え
て
～
」
を
テ
ー
マ

に
自
身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し

た
。

　

都
丸
氏
は
、
生
産
品
目
や
出
荷

先
、
売
上
・
利
益
の
推
移
な
ど
の
説

明
に
続
き
、
耕
作
面
積
と
経
費
、
あ

る
い
は
所
得
と
の

相
関
性
を
表
す
各

種
デ
ー
タ
を
示
し

な
が
ら
、
規
模
拡

大
に
取
り
組
む
理

由
を
紹
介
。
さ
ら

に
原
価
高
騰
を
は

じ
め
と
す
る
経
営

課
題
に
触
れ
た
上

で
「
現
状
維
持
は

衰
退
」
と
の
強
い

危
機
感
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ど

う
生
き
残
る
か
に

つ
い
て
は
、

販
売
価
格

ア
ッ
プ
や
設

備
投
資
（
機

械
化
）、
直

売
所
・
直
販

の
増
加
、
外

国
人
材
の
活

用
な
ど
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
な
実
践
例
や
実
行
計
画

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
、
そ
れ
に
ど

う
対
応
す
る
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
ど

の
業
界
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
必
至
で
あ

り
、
価
格
転
嫁
が
肝
」「
人
材
確
保

に
向
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
上
手
く
活
用
し

た
い
」「
報
告
者
を
見
習
っ
て
、デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
く
戦
略
を
立
て
た

い
」
な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

前橋市の政策と今後の展望
前橋支部10月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
十
月
二
十
三
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
前

橋
の
政
策
と
今
後
の
展
望
を
前
橋
市

長
に
直
接
聞
こ
う
！
」
と
題
し
て
、

前
橋
市
長
・
小
川
あ
き
ら
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
現
在
進
行
形
の
前
橋

市
政
か
ら
今
後
の
展
望
ま
で
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
自
己
紹
介
に
続
き
、
大

切
に
し
て
い
る
事
と
し
て
「
社
会
の

矛
盾
や
不
公
平
を
な
く
し
た
い
」「
人

権
・
多
様
性
の
尊
重
」「
選
択
肢
の

あ
る
社
会
」「
市
民
の
声
が
届
く
市

政
を
実
現
し
た
い
」
と
語
り
、
そ
の

う
え
で
現
在
の
前
橋
市
の
取
組
み
を

紹
介
。「
市
民
と
企
業
、
行
政
が
協

力
し
て
み
ん
な
で
街
を
創
っ
て
い
こ

う
と
、
意
識
改
革
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

例
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
前
橋
の
様
々
な
デ
ー
タ
が
視
覚
的

に
も
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
」

「
前
橋
市
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展

望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
て
良

い
機
会
だ
っ
た
」「
良
い
意
味
で
対

話
が
で
き
る
市
長
だ
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
」「
も
う
少
し
突
っ
込
ん

だ
内
容
も
聞
い
て
み
た
い
」
等
の
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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救命講習会
太田支部10月例会

　

太
田
支
部
で
は
十
月
二
十
五
日

（
金
）、
太
田
市
消
防
本
部
・
東
部
消

防
署
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

太
田
市
東
部
消
防
署
の
協
力
に
よ

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
や
応
急
処
置
と
い
っ
た

実
技
を
交
え
た
レ
ク
チ
ャ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
身
体
の
反
応
や
防
災
の
知
識

ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
実
践
や
緊
急
対
応
、
な
ぜ
そ
う

す
る
の
か
ま
で
教
え
て
い
た
だ
け
た

の
で
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
実
践
す

る
こ
と
が
無
い
こ
と
が
一
番
だ
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
必
要
な
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
学
ん
で
実
践
」
が
同
友
会
で
す

が
、
自
社
や
家
庭
と
い
っ
た
身
近
な

場
所
・
場
面
ほ
ど
実
践
し
た
く
な
い

内
容
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

学
ん
だ
緊
急
対
応
を
実
践
し
な
い
た

め
に
も
、
参
加
者
の
安
全
意
識
が
向

上
し
、
社
内
の
危
険
要
因
を
洗
い
出

す
な
ど
の
取
組
み
が
実
践
さ
れ
る
事

を
期
待
し
ま
す
。

あ
な
た
も
一
流
の
営
業
力
を
持
っ
て
い
る

高
崎
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
三
日
（
水
）、
高
崎
市

産
業
創
造
館
を
会
場
に
「
高
崎
支
部

十
月
例
会
」を
開
催
。
納
豆
の
製
造
・

卸
販
売
を
手
掛
け
る
㈲
下
仁
田
納

豆
、代
表
取
締
役
・
南
都
隆
道
氏
（
富

岡
安
中
支
部
）
が
「
あ
な
た
も
一
流

の
営
業
力
を
持
っ
て
い
る
～
縁
に
よ

り
縁
に
生
か
さ
れ
て
～
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
し
ま

し
た
。

　

南
都
氏

は
、
営
業
の

原
点
と
な
っ

た
小
学
生
時

代
の
引
き
売

り
体
験
に
続

き
、
社
長
就

任
当
初
と
現

在
を
比
較
し

た
営
業
ス
タ

イ
ル
の
変
化

を
紹
介
。
現

在
は
「
ど
ん

な
相
手
で
も

対
等
な
関
係

性
で
商
談
し

て
い
る
」
こ

と
を
強
調

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は

「
思
っ
た
こ

と
は
口
に
す

る
」「
人
脈

の
使
い
方
」「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
フ
ァ
ー
ス
ト

で
Ｍ
Ｅ
は
あ
と
」「
商
い
は
飽
き
な

い
」
な
ど
、
営
業
に
対
す
る
南
都
流

の
考
え
方
や
信
念
を
多
数
紹
介
。
ま

た
、
自
身
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

二
人
の
師
（
茂
木
氏
・
西
端
氏
）
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
も
語
り
ま

し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
成
功
し
た
営
業

と
失
敗
し
た
営
業
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
名
刺
デ
ー

タ
の
収
集
と
シ
ス
テ
ム
化
」「
営
業

に
失
敗
は
な
い
。
成
功
す
る
た
め
の

過
程
」「
苦
し
い
営
業
か
ら
楽
し
む

営
業
へ
の
転
換
が
大
事
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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沼
田
支
部
で
は
、
十
月
三
十
一

日
（
木
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を

会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「
従
業
員
を
幸
せ
に
す
る
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
～
稲
盛
和
夫
氏
か
ら
学
ん
だ
利
他

の
心
～
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
㈱
リ
タ

ア
イ
ズ
、
代
表
取
締
役
・
澤
浦
弘
道

氏
（
会
員
登
録
は
澤
浦
京
子
氏
／
沼

田
支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

澤
浦
氏
は
三
十
五

年
の
銀
行
勤
務
を
経

て
、
定
年
を
機
に
起

業
。
一
級
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
士
の
資

格
と
国
が
進
め
る
金

融
経
済
推
進
機
構

（
Ｊ
―
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）

の
認
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
視
点
か
ら
、

従
業
員
の
幸
せ
と
業

績
の
関
係
を
紐
解
い

て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
「
資
産

形
成
の
視
点
で
従
業

員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

達
成
と
企
業
の
経
営

計
画
達
成
を
同
時
に
後
押
し
し
て
い

き
た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
従
業

員
と
一
緒
に
聞
き
た
い
内
容
だ
っ

た
」「
人
の
幸
せ
と
お
金
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」「
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

社
員
満
足
度
に
繋
が
る
と
い
う
事
が

勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

日本一わかりやすい
� BS講座

桐生支部10月例会

　

十
月
二
十
八
日
（
月
）、
桐
生
商

工
会
議
所
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
十

月
例
会
」
を
開
催
。「
専
門
家
が
語

る
日
本
一
わ
か
り
や
す
い
Ｂ
Ｓ
講

座
」
と
題
し
、
税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ

ｙ
、
所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢
崎
支

部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。
同
テ
ー
マ

で
の
小
林
氏
の
報
告
は
、
青
年
部
七

月
例
会
、
渋
川
吾
妻
支
部
九
月
例
会

に
続
い
て
三
回
目
。

　

小
林
氏
は
、
事
例
を
も
と
に
Ｂ
Ｓ

（
貸
借
対
照
表
）
と
Ｐ
Ｌ
（
損
益
計

算
書
）
の
数
字
が
ど
の
よ
う
に
動
く

か
を
繰
り
返
し
説
明
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ

の
具
体
的
な
分
析
方
法
を
示
し
た
上

で
「
現
預
金
以
外
の
資
産
は
全
て
リ

ス
ク
」「
利
益
以
上
に
資
産
が
増
え

て
い
た
ら
要
注
意
」
な
ど
の
ポ
イ
ン

ト
を
語
り
ま
し
た
。
報
告
の
ま
と
め

で
は
「
Ｂ
Ｓ
は
経
営
者
が
つ
く
り
あ

げ
る
も
の
。
意
識
す
る
か
し
な
い
か

で
、
五
年
・
十
年
の
間
に
大
き
な
差

が
生
ま
れ
る
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
を
受
け
て
の
気
づ

き
や
感
想
を
グ
ル
ー
プ
討
論
に
て
交

流
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
今

回
の
学
び
を
自
社
の
Ｂ
Ｓ
に
照
ら
し

て
確
認
し
た
い
」「
改
め
て
Ｂ
Ｓ
を

意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
」「
配
布
さ
れ
た
数
値
目
標
を
今

後
の
参
考
に
し
た
い
」
な
ど
の
言
葉

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

沼
田
支
部
10
月
例
会
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

　

十
月
二
十
二
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
十

月
例
会
」
を
開
催
。「
経
営
者
必
読

の
一
冊
と
は
!?
～
自
分
が
影
響
を
受

け
た
書
籍
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
～
」

と
題
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
・
歴
史
書
・

哲
学
書
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
持
参
し
た
個
性
豊
か
な

書
籍
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
の

企
画
は
昨
年
六
月
例
会
に
続
き
三
度

目
。

　

座
長
の
趣
旨
説
明
に
続
き
、
①
読

ん
だ
き
っ
か
け
、
②
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
一
文
、
③
読
み
終
え
て

の
気
づ
き
、
④
気
づ
き
が
ど
ん
な
行

動
に
つ
な
が
っ
た
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内

で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
書
籍

が
紹
介
さ
れ
、
数
多
く
の
質
問
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
投
げ
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
一
人
三
分

程
度
で
全
体
へ
の
発
表
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、
本
例
会
に
お

け
る
各
人
の
学
び
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
哲

学
や
あ
り
方
に
触
れ
、

こ
れ
ぞ
同
友
会
と
い
う

グ
ル
ー
プ
討
論
が
で
き

た
」「
本
か
ら
の
気
づ

き
は
大
切
で
あ
り
、
気

づ
き
の
シ
ェ
ア
は
自
身

の
成
長
に
つ
な
が
る
」

「
一
冊
の
本
を
読
み
終

え
た
よ
う
な
充
実
感
を

覚
え
る
例
会
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

経
営
者
必
読
の
一
冊
と
は
!?

伊
勢
崎
支
部
10
月
例
会

縁により
富岡安中支部／佐久平支部合同10月例会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
十
月

二
十
五
日
（
金
）、
下
仁
田
納
豆
南

田
本
店
を
会
場
に
、
長
野
同
友
会
・

佐
久
平
支
部
と
の
合
同
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
は
佐
久
平
支
部
へ

出
向
く
形
で
し
た
が
、
今
回
は
佐
久

平
支
部
会
員
を
迎
え
る
形
で
合
同
例

会
が
企
画
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈲
下
仁
田
納
豆
、
代
表
取
締
役
・

南
都
隆
道
氏
（
富
岡
安
中
支
部
副
支

部
長
）
が
報
告
者
を
務
め
「
縁
に
よ

り
～
縁
に
生
か
さ
れ
て
い
る
～
」
と

題
し
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
都
氏
は
幼
少
期
か
ら
現
在
に
至

る
中
で
、
逢
う
べ
く
し
て
出
逢
っ
た

「
師
」
と
呼
べ
る
人
物
と
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
そ
の
出
逢
い
が

南
都
氏
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
、
事

業
が
ど
う
推
移
し
て
き
た
の
か
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
縁
と

い
う
形
の
無
い
も
の
で
し
た
が
、
そ

の
大
切
さ
が
色
濃
く
見
え
る
内
容

だ
っ
た
」「
恩
を
感
じ
ら
れ
る
素
直

な
心
が
大
事
」「
南
都
さ
ん
の
報
告

は
何
度
聞
い
て
も
学
び
が
あ
る
」
と

い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
〝
縁
あ
っ
て
〟
開
催
さ
れ
た
県
を

越
え
た
合
同
例
会
に
ふ
さ
わ
し
い

テ
ー
マ
設
定
と
報
告
内
容
と
な
り
、

終
了
後
の
懇
親
会
も
両
支
部
の
交
流

が
深
ま
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【バスケで群馬を熱く】
� ㈱群馬プロバスケットボールコミッション
　県不動産鑑定士協会の一般公開講演会が22日、高崎市のＧ
メッセ群馬で開かれた。㈱群馬プロバスケットボールコミッ
ションの阿久澤毅社長（太田支部所属）が「バスケで地方
創生～スポーツと地域共創～」と題して講演した。
　同社は男子Ｂリーグ１部（Ｂ１）の群馬クレインサンダー
ズを運営する。阿久澤社長はチームの歩みや「バスケで群
馬を熱くする」という理念を説明。学校訪問や交通安全啓
発といった地域貢献活動に触れ「バスケだけではなく地域
にいかに貢献できるかも目標の一つ」と強調した。
� ［10 ／ 24付上毛］

【カフェ、物販融合　教室も】
� ㈱大和屋
� ㈱米田横堀建築研究所
　コーヒー製造販売の㈱大和屋（取締役会長・平湯正信氏／
高崎支部所属）は26日、前橋市六供町にカフェと物販を融
合した新店舗「大和屋珈琲　前橋六供店」を開業する。豆
ひきや焙煎体験、コーヒーのいれ方教室といった新たな試
みを取り入れ、コーヒーの魅力発信を強化する。
　木造２階建て約300平方㍍。クラシカルで重厚感のある従
来店舗とは雰囲気を変え、若い世代にも気軽に入店しても
らおうと木をふんだんに使ったナチュラルで明るい店舗に
仕上げた。設計は㈱米田横堀建築研究所（代表取締役所長・
横堀将之氏／前橋支部所属）。１階はカフェと物販、２階は
フリースペースで飲食や体験教室などの活用を想定する。
� ［10 ／ 24付上毛］

【農林水産祭　総理大臣賞】
� 須藤牧場
　県は25日までに、第63回農林水産祭（農林水産省、日本
農林漁業振興会主催）の畜産部門で、前橋市の酪農家、須
藤晃さん（須藤牧場・代表／前橋支部所属）と妻の淳子さ
んが内閣総理大臣賞を受賞したと発表した。最高賞の天皇杯
に次ぐ栄誉で、畜産部門で県勢が同賞を受賞するのは2010
年以来、４度目。
　須藤さんは01年に就農し、現在は自身が代表を務める
「HOTEL　須藤牧場」で経産牛114頭、育成牛70頭を飼養。
「酪農のトランスフォーム」を掲げ、耕畜連携による自給飼
料の確保、農福連携、後継者育成など地域農業の持続と発
展に向けた取り組みが高く評価された。
� ［10 ／ 26付上毛］

【上毛新聞広告賞】
� 新島学園短期大学
　第30回上毛新聞広告賞の表彰式が31日、前橋市の上毛新聞
社上毛ホールで開かれた。大賞に輝いた新島学園短期大学
（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）をはじめ、９の団体や
企業へ表彰盾が贈られた。
　30回の節目となる同賞の大賞受賞作は、同短大が開学40周
年を迎えた感謝を多くの人へ伝えたいと制作。１㌻（全15段）
を使い聖書と十字架、感謝の言葉を配して同短大の礎と言
えるキリスト教教育重視の姿勢も発信した。岩田学長は「基
本に戻り、キリスト教の教育をかたくなに実践する決意が
伝わったと思う」と喜びの言葉を述べた。
� ［11 ／１付上毛］

【製造DX目指す新工場の披露式】
� 岡部工業㈱
　板金加工業の岡部工業㈱（代表取締役社長・岡部浩章氏
／伊勢崎支部所属）は１日、本社隣接地に建設していた新
工場「鈑金ソリューションファクトリー」の落成稼働披露
式を同工場で開き、取引先の関係者らが稼働を祝った。ＩＴ、
ネットワーク技術との融合と人工知能（ＡＩ）活用による
製造現場のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）化
の実現を目指す。

　新工場は３階建てで、延べ床面積約7150平方㍍。１階は主
に塗装と前処理の各エリアとし、製品ショールームも開設。
２階は会議室、３階は組み立てエリア、部品倉庫などを設
けた。現金自動預け払い機（ATM）や業務用空気清浄機な
どの筐体を一貫製造する。
� ［11 ／２付上毛］

【県特産品展示即売会】
� ㈱北毛久呂保
　農産物や木竹工芸など県産品の品質向上、消費拡大を図
る第72回県特産品展示即売会（県、県特産協会主催）の審
査会が７日、県庁県民ホールで開かれた。出品総数105点か
ら最高賞の農林水産大臣賞に有田屋の「碓氷隧道仕込天然
醸造醤油」が選ばれた。
　最高賞以外の入賞者は次の通り。
▷農林水産省大臣官房長賞　㈱北毛久呂保（代表取締役・
兵藤武志氏／沼田支部所属）※会員企業のみ抜粋
� ［11 ／８付上毛］

【障害者アートでコーヒーいかが】
� ㈱大和屋
　県内11の障害者施設に通う利用者が描いたイラストで
パッケージを飾ったコーヒーのドリップパック商品が16日
から、県庁32階のカフェ「YAMATOYA COFFEE32」で販
売される。温かみある多彩な「世界で一つだけの作品」が
商品を彩る。
　イラストは100枚あり、パック５個入りの箱に１枚ずつ封
入している。障害者の芸術活動を支援する県障害者芸術文化
活動支援センター「こ・ふぁん」と、コーヒー製造販売の
㈱大和屋（取締役会長・平湯正信氏／高崎支部所属）が準
備した。同日～ 12月１日に開かれる両者と県の企画で、カ
フェを芸術で彩る「Arts＆Cafe」の一環。
� ［11 ／ 16付上毛］

【前橋国際大で１日限定カフェ】
� 共愛学園前橋国際大学
　滑らかに言葉をしゃべれない吃音に悩む若者が接客に挑
戦する「注文に時間がかかるカフェ」が16日、前橋市の共愛
学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）で
１日限定で開かれた。県内での開催は初めて。大学生ら３
人が客と交流し、笑顔あふれるひとときを過ごした。
� ［11 ／ 17付上毛］

【優良事業所７団体表彰】
� ㈱MATSUMURA
� ㈱後藤鉄工
� ㈲フレンズ運送
　全国健康保険協会（協会けんぽ）群馬支部は、本年度の「生
き活き健康事業所宣言」の優良事業所として７団体を表彰
した。
　金属パイプ加工の㈱MATSUMURA（代表取締役社長・
古川仁章氏／太田支部所属）で表彰式が19日開かれ、古川
仁章社長に表彰状が手渡された。同社は健康診断受診率と
保健指導実施率が100％で、昨年から従業員向けの健康教室
なども開催している。健康経営アドバイザーの資格をもつ
古川社長は「従業員とこつこつ取り組んできた成果が出て
うれしい。健康経営の輪を広げるため、情報発信にも力を
入れたい」と語った。
　同社以外の受賞事業所は以下の通り。
　㈱後藤鉄工（代表取締役社長・渡邉仁一氏／伊勢崎支部
所属）、㈲フレンズ運送（代表取締役・赤間美代子氏／太田
支部所属）※会員企業のみ抜粋
� ［11 ／ 20付上毛］

【本社事務所・製造場所移転】
　グリンリーフ㈱、代表取締役・澤浦彰治氏（沼田支部所属）
は、この度、下記の通り本社事務所・製造場所を移転しま
した。
〒379-1207　利根郡昭和村赤城原845-13
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第７回新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

11 月度常任理事会承認

高
崎
支
部

〒375-0006　藤岡市森新田588-1

　金属加工業として品質と生産性向上に日々
努力しています。この度は、中小企業家同友会
に参加させていただき、大変光栄に思います。
諸先輩の皆様から多くのことを学ばせていた
だき、自身と自社の成長に繋げたいと考えてい
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0274−23−3638
ＦＡＸ：0274−22−5852
産業機械部品加工（受託生産）

【紹介者／生沼英治】
ゴルフ、スキー、山登り

日栄工業㈱

代表取締役社長
守　口　　　智

S48年生

日
時　

十
一
月
五
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、

石
原
、小
林
、小
柴
、佐
藤
、高
屋
敷
、

鈴
木
、
本
多
、
周
藤
、
神
保
、
齋
藤
、

中
西
、
関
口
、
妹
尾
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
十
九
名
）

【
議　

事
】

　

吉
池
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
七
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
交

流
会
の
参
加
報
告
が
参
加
し
た
正
副

支
部
長
四
名
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

②
中
同
協
第
二
回
幹
事
会

の
参
加
報
告
が
田
村
代
表

理
事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

③
支
部
還
元
金（
下
半
期
）

の
支
払
報
告
が
事
務
局
よ

り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
二
〇
二
四
経
営
研
究

集
会
の
詳
細
確
認
に
つ
い

て
　

今
月
十
五
日
に
開
催
が

迫
っ
た
経
営
研
究
集
会
に

つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

参
加
申
込
状
況
な
ど
の
確

認
、
最
後
の
参
加
協
力
依
頼
が
小
柴

実
行
委
員
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

２
．
新
年
度
理
事
候
補
者
推
薦
依
頼

（
再
）
に
つ
い
て

　

あ
ら
た
め
て
各
組
織
へ
新
年
度
理

事
候
補
者
推
薦
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

３
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

支
部
別
の
入
退
会
率
や
会
員
数
推

移
、
例
会
参
加
率
や
参
加
人
数
、
会

員
構
成
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に

「
会
員
増
強
（
仲
間
づ
く
り
）
と
支

部
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
吉

池
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
二
月
三
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


